
 

番号不明被災自動車の状況 

 

 東日本大震災の被災地早期復興を目的に、番号不明被災自動車の再資源化預託金等の預

託を資金管理センターにて行う取組みを２０１１年５月に開始し、これまでに３０の被災自治体か

ら１２，２４４台の申請があった。 

 今般、この取組みについて今後の方針を検討するにあたり、番号不明被災自動車の処理につ

いて、現時点で最終の完了確認がとれていない９被災自治体に対し、未申請の台数につき、確

認調査を行った。 

結果は以下の通りである。 

 

【番号不明被災自動車の申請状況と今後の見込み】 

自治体名称 申請実績 
申請残数 

回答 
現在把握分 次年度以降 

Ａ町 １７７台 １００台弱 ？ 

近日中に約１００台弱の番号不明被災自動車の申請

を予定。町内及び瓦礫仮置場など、目に見える範囲

での番号不明被災自動車の申請は今年度内に完

了。ただし、今後、海底や津波の被害により進入でき

ず、瓦礫の撤去作業等が実施されていない場所から

発見された場合には、その都度の対応をお願いした

い。 

Ｂ市 ８３台 ５台 ０台 
申請及び車両のリサイクル処理ともに年度内に完 

了する予定。 

Ｃ市 １０３台 ２台 ０台 本年度内での申請を完了する見込み。 

Ｄ市 ４５５台 ０台 ０台 
本年１１月１３日をもって番号不明被災自動車の申請

完了。 

Ｅ町 １，３４９台 
１００～ 

２００台 

１００～ 

２００台 

これまでの申請分を処理した後、概算で１００～２００

台程度残ると思われる。現状、被災自動車の処理は

平成２６年４～５月までかかる見込みのため、来年度

も本年同様の取扱いを希望する（山積みされた車両

をある程度処理しないと、正確な残数をカウントできな

い）。 

Ｆ町 ２台 ０台 ０台 
年度内完了の見込み（現在、東日本大震災により発

生した番号不明被災自動車は確認されていない）。 

Ｇ町 ２０１台 ３台 ０台 

現在保管している番号不明被災自動車３台は、今後

申請予定。今現在も農地復旧の作業が行われてお

り、番号不明被災自動車が出てくることも予想される

が、業務が今年度末までとなっているため、平成２６

年３月以降については発生しない見込み。 

Ｈ町 ６４台 ０台 ？ 

被災地の復旧復興に取組み、これまで利用されてい

なかった土地の利用が始まることにより、新たな被災

車両が今年中も発見された。現在未処分の被災車両

はないが、来年度も新たな被災車両の発見が見込ま

れるので、来年度１年間の事業の継続を希望する。 

Ｉ市 ０台 ２５０台 ０台 

本年度内に旧警戒区域外の被災自動車処理を完了

するため、現在、処理業者と協議を重ねており、本年

度内に申請を併せて完了する予定。 

その他自治体 ９，８１０台 ０台 ０台 （既に申請完了との連絡を受けている） 

被災自治体計 １２，２４４台 
４６０～ 

５６０台 

１００～ 

２００+α 台 
 

以上 
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